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業績予想の修正に関するお知らせ 
 
 最近の業績動向等を踏まえ、平成 22 年 10 月 14 日に公表いたしました平成 23 年 8 月期

第 2 四半期(自 平成 22 年 9 月 1 日 至 平成 23 年 2 月 28 日)の業績予想を下記のとおり修

正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

記 
１．平成 23 年 8 月期第 2 四半期業績予想の修正（自 平成 22 年 9 月１日 至 平成 23 年 2

月 28 日） 

(単位：百万円) 

 
売上高 

営業利益 

営業損失(△) 

経常利益 

経常損失(△) 

四半期純利益 

四半期純損失(△)

前 回 発 表 予 想 ( Ａ ) 739 20 15 8

今 回 修 正 予 想 ( Ｂ ) 841 48 33 4

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 102 28 18 △4

増 減 率 ( ％ ) 13.8 140.0 120.0 △50.0

(ご参考) 前第2四半期実績 

     (平成 22年 8月期) 
746 △13 △3 △2

 

２．修正理由 

 営業面におきましては、当期の重点施策としております太陽光関連製品の受注販売に営

業力・生産力を集中させ、太陽電池メーカー、電気工事業界及び重電業界など太陽光発電

参入業界へ需要の開拓を進めてまいりました。九州はもとより関西、関東と地域的拡大を

図り、積極的に受注活動を推進してきたことにより、住宅用の安定した受注及び産業用・

公共用「太陽光発電用架台」の受注増加に繋がり、大幅な伸張となりました。 

 特に、小・中学校において太陽光発電システムの設置が増加しており、当社におきまし

てはすでに 31 校の架台を受注し、九州、関西及び関東と販売地域を拡大してまいりました。

以上により、太陽光関連製品の売上高は、前年同期比約５倍と増加し、構成比は 27.3％（前



年同期は 6.2％）となりました。 

 他のオーダー加工品におきましては、大型商業施設の駐車場向け外装パネル、新博多駅

ビル外装パネル、クリーンルーム用パネル等あらゆる分野の受注・販売に注力いたしまし

た。すでに国土交通省認定を取得している 11 件の「不燃パネル」、「不燃断熱パネル」等の

受注が好調に推移いたしました。また、首都圏における積極的な営業展開を推進するため、

平成 23 年 2 月に東京営業所を設置いたしました。 

 生産面におきましては、重点製品である「太陽光発電用架台」の加工に生産力を集中し

て、製造労務費及び製造諸経費の徹底管理により、製造原価の低減を図りました。 

 また、管理面におきましては、東京営業所新設の費用発生もありましたが、諸経費の削

減及び予実管理の徹底を図り、利益率の向上に努めてまいりました。しかしながら、当社

の一部債権に回収懸念が生じましたので、貸倒引当金繰入額 14,018 千円を営業外費用に計

上いたしました。 

 つきましては、上記のような見込みとなりましたので、第 2 四半期の業績予想の修正を

行うものであります。 
 なお、今後は「東日本大震災」の復旧･復興における厳しい経済環境が続くものと予測さ

れ、通期業績予想は、現時点においては当初発表どおりと見込んでおります。 

 また、当期の配当は、当初発表どおり１株につき 1,500 円の普通配当を予定しておりま

す。 

以上 

(ご参考） 

平成 23 年 8 月期通期業績予想（自 平成 22 年 9 月 1日 至 平成 23 年 8 月 31 日） 

(単位：百万円) 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

平成 22年 10月 14日発表 1,560 41 30 16

前期実績(平成22年 8月期) 1,434 10 31 16

 

(注）上記の業績予想は、本資料作成時において入手可能な情報に基づき作成したもので

あり、実際の業績等は今後様々な要因によって予想数値とは異なる結果となる可能性があ

ります。 

 

 


